
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

引き続き施設への補助を継続し、地域医療の安定的な確保を図る必要がある。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 66,539 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 68,327 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H23

終期 -

Ｋ  P  Ｉ

施設への補助実施率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

本事業により、救急患者の救命率の向上や後遺症の軽減等が期待されるため、継続して実施する必要がある。

更なるドクターヘリの積極的な活用を図るため、症例検討会や実働訓練等を通じて、出動要請を行う消防機関等と

の連携強化を、令和６年度中に図ることとしている。

2月

補正

事　項 医療施設施設整備事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

地域医療の安定的な確保を図るため、病院における患者療養環境、医療従事者の職場環境、衛

生環境等の改善のために病院が行う施設整備に対して助成を行う。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

R5年度については①東予地区、南予地区の交通事故件数の減少（前年比77件減少）、②労災件数の減少　前年比958件減（率は

34.3％減）の他、運用開始～コロナ禍前まで件数が伸びていたことから、訓練や啓発が十分にできなかったことが要因であると考

えられる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 312,811 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額
329,503 千円

最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

件 実績値 件

達成率 94.67 ％ 達成率 ％

300 件

実績値 284 件 実績値 件 実績値

300 件 目標値 300 件 目標値

Ｒ7年度 時点･期間 Ｒ8年度

現状値 253 件

目標値 300 件 目標値

R5.1 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間

Ｋ  P  Ｉ

出動件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 ドクターヘリ運航事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

救急医療体制の充実を図るため、県内唯一の高度救命救急センターである県立中央病院を基地

病院、搭乗医療スタッフの協力等を行う愛媛大学医学部附属病院を基幹連携病院としてドク

ターヘリを運航する。

始期 H28

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

患者・医療機関の負担軽減を図るため、引き続き実施する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 9,891 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 11,405 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 107.41 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 14272 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 13288 件 目標値 13288

時点･期間 R８年度

現状値 9231 件

目標値 13288 件 目標値 13288

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 H19

終期

Ｋ  P  Ｉ

電話相談の総件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

引き続き施設への補助を継続し、地域において必要な医療を確保するとともに、良質かつ適切な医療を効率的に提

供する体制の確保を図る必要がある。

当初 事　項 小児救急医療電話相談事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

小児の急な病気・ケガに関する保護者の相談に対し、医師、看護師が電話相談に応じることに

より、保護者の育児不安の緩和を図る。また、症状に応じた適切な受診を促すことで患者・医

療機関の負担の軽減を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 106,034 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
169,396 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H22

終期 ー

Ｋ  P  Ｉ

施設への補助実施率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 医療施設設備整備事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

地域において必要な医療を確保するとともに、良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の

確保を図るため、へき地医療拠点病院や病院群輪番制病院等において必要な医療機器の整備に

対して補助を行う。



5

6

見直し方向性 拡充

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

2次・3次救急医療機関が円滑に連携して急性期医療に取り組む体制を確立するため、モデル事業期間（R7年度ま

で）は、継続的に運用体制や有効活用方法の検討を行うこととしているが、令和６年度中に当課が実施する予定の

中間評価の結果によっては、モデル事業期間の終了を待たずして、拡充することを検討する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。実績値が目標達成しなかった要因を外的要因も含め具体的にデータ等を用いな

がら様々な視点を踏まえて記入。）

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 112,121 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
112,728 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 90 ％ 目標値

時点･期間

現状値 - ％

目標値 100 ％ 目標値 90

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.9～R7.8 時点･期間 時点･期間 Ｒ６年度 時点･期間 Ｒ７年度

始期 R5.9

終期 R7.8

Ｋ  P  Ｉ

システム導入進捗率（経過指標）※本来の成果指標：診療の質の向上、医師負担軽減に効果があったモデル病院の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

県民・医療関係者に対し、救急や災害時の医療情報の収集及び提供は必要であり、このまま継続する。

当初 事　項 急性期医療連携ネットワーク整備モデル事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

1分1秒を争う循環器病等について、専門医の不足・偏在や働き方改革を踏まえ、デジタル技術を活用

し、病院間でセキュリティを確保して迅速に患者情報の共有を可能とすることで、2次・3次救急医療

機関が円滑に連携して急性期治療に取り組む救急医療体制の確立を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 45,640 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 49,312 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 0 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 0 件 目標値 0

時点･期間 R8年度

現状値 0 件

目標値 0 件 目標値 0

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 Ｒ4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H12

終期

Ｋ  P  Ｉ

重大な障害により業務に支障が生じた件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 広域災害・救急等医療情報システム運営費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

県民に対して医療施設情報や行政情報など幅広い医療情報を提供するとともに､大規模災害時

に厚生労働省や他県の医療情報システムとの接続により､広域的な医療情報支援を図る｡



7

8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

本講座の設置により、搭乗医療スタッフを確保するとともに、ＯＪＴ研修等、人材育成にも取り組んでおり、事業

目標の達成に貢献しているものと判断している。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 48,800 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 48,800 千円
最終現計予

算額

実績値 名

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

名

実績値 4 名 実績値 名 実績値 名

名 目標値 4 名 目標値

時点･期間

現状値 4 名

目標値 4 名 目標値 4

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H28

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

講座教員数の維持

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

救急医療提供体制の構築に向けては、一定の継続性が求められる。

事業内容については、地域の実情に応じて検討する必要がある。

当初 事　項 救急航空医療学講座設置事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

ドクターヘリの円滑な導入及び安定的な運航体制の確保のため、愛媛大学の協力のもと、寄附

講座「救急航空医療学講座」を設置し、持続的な人材育成が可能な体制の構築と三次救急医療

体制の充実・強化を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 75,960 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 81,886 千円
最終現計予

算額

実績値 圏域

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

圏域

実績値 6 圏域 実績値 圏域 実績値 圏域

圏域 目標値 6 圏域 目標値 6

時点･期間 R8年度

現状値 6 圏域

目標値 6 圏域 目標値 6

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 S47

終期

Ｋ  P  Ｉ

病院群輪番制実施地区数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 救急医療対策事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

救急医療の確保を図るため、病院群輪番制や小児救急医療体制の整備、二次救急医療体制や勤

務環境への支援、広域救急医療体制の構築、救急医療対策協議会の運営等に要する経費を助成

する。



9

10

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

引き続き施設への補助を継続し、病床の機能の分化及び連携や地域医療ネットワーク基盤整備等の推進を図る必要

がある。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 193,546 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
209,541 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 59.2 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H26

終期 -

Ｋ  P  Ｉ

計画進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

本事業により、救急患者の救命率の向上や後遺症の軽減等が期待されるため、継続して実施する必要がある。

12月

補正

事　項 病床機能分化連携基盤整備事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

病床の機能の分化及び連携や地域医療ネットワーク基盤整備等の推進を図る取組

みに対する施設・設備整備に必要な経費を補助する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

救命救急センターが東・中・南予にバランスよく配置されており、事業開始後も出動実績は全般的に低調である。今後は体制強化

により実績が増える可能性がある。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 368 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 1,436 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 0.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 0 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 35 件 目標値 35

時点･期間 R８年度

現状値 3 件

目標値 35 件 目標値 35

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 H21

終期

Ｋ  P  Ｉ

ドクターヘリ的運航により対応した患者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 消防防災ヘリコプター搭乗医師等確保事業費 予算主管課 医療対策課

事　業

概　要

医師等が消防防災ヘリコプターに搭乗して救急現場に出動し、救命救急措置等を行った上で患

者を医療機関に搬送する（消防防災ヘリコプターのドクターヘリ的運用を行う）ことにより、

救急患者の救命率の向上、後遺症の軽減等を図る。


